





















































The Picture of DOrian Gray『ドリアン・グレ
エの絵姿 』の ドリアンの以下の意見に注目するこ
とは、有効かつ重要と思われる。「人間の自我を
単純な、永続的な、信頼 しうる、ひとつの本質か
ら成るものと考える連中の浅薄な心理をかれはか
ねがね不思議に思っていた。かれにとって、人間
とは無数の生活と無数の感党を有する存在であり、
思考と情念の異様な遺産をみずから内蔵 し、その
肉体がまさに死者の奇怪な疾病で汚されている複
雑雑多な生きものなのである。」(2るつまり、ワイ
ル ドが象徴として立たんとした時代は、自我とは
不変で信頼出来 うるものであり、従って我々人間
はあるがままの自我に対 して常に誠実であるべき
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